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規
　
則

◯
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
（
三
・
障
害
福
祉
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

人
事
委
員
会
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
六
（
通
勤
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
20

身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
九
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
三
号

身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則

身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
四
年
秋
田
県
規
則
第
四
十
号
）
の
全
部
を
改
正
す

る
。（

趣
旨
）

第
一
条

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
の
施
行
に
つ
い
て
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
七
十
八

号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
及
び
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令

第
十
五
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

（
判
定
等
に
関
す
る
書
類
）

第
二
条

障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
法
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ハ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
業
務
に

つ
い
て
判
定
依
頼
書
受
理
簿
を
備
え
、
必
要
な
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
法
第
十
条
第
一
項
第
二
号
ニ
に
掲
げ
る
業
務
に
つ
い
て
令
第

二
条
の
判
定
書
を
交
付
す
る
と
き
は
、
必
要
に
応
じ
て
補
装
具
処
方
せ
ん
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３

障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
（
軽
易
な
も
の
を
除

く
。
）
を
行
っ
た
と
き
は
、
相
談
記
録
票
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
、
こ
れ
を
保
存
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
医
の
同
意
）

第
三
条

令
第
三
条
第
一
項
の
同
意
は
、
指
定
医
同
意
書
（
様
式
第
一
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す

る
。

（
指
定
医
の
標
示
）

第
四
条

法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
医
師
（
次
条
に
お
い
て
「
指
定
医
」

と
い
う
。
）
は
、
標
示
（
様
式
第
二
号
）
を
所
属
す
る
医
療
機
関
の
見
や
す
い
箇
所
に
掲
示
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
医
の
変
更
の
届
出
）

第
五
条

指
定
医
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
指
定
医
変
更
届
出
書
（
様
式

第
三
号
）
に
よ
り
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名

二
　
診
療
科
目

三
　
担
当
す
る
障
害
の
種
類

四
　
所
属
す
る
医
療
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地

（
居
住
地
の
変
更
の
届
出
等
）

第
六
条

令
第
九
条
第
二
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
居
住
地
等
変
更
届
出
書
（
様
式

第
四
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

知
事
は
、
令
第
九
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
者
の
旧
居
住
地
が

市
又
は
福
祉
事
務
所
を
設
置
す
る
町
村
の
区
域
内
に
あ
る
と
き
は
当
該
旧
居
住
地
を
管
轄
す
る
福

祉
事
務
所
長
に
、
福
祉
事
務
所
を
設
置
し
な
い
町
村
の
区
域
内
に
あ
る
と
き
は
当
該
町
村
長
に
そ

の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
手
帳
の
再
交
付
の
申
請
等
）

第
七
条

令
第
十
条
第
一
項
の
申
請
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
再
交
付
申
請
書
（
様
式
第
五
号
）
に
よ

り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
十
六
条
第
一
項
並
び
に
省
令
第
七
条
第
二
項
及
び
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
返
還

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
返
還
書
（
様
式
第
六
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
医
療
機
関
の
指
定
の
申
請
等
）

第
八
条

省
令
第
十
三
条
の
三
及
び
第
十
三
条
の
五
の
申
請
書
の
様
式
は
、
様
式
第
七
号
に
よ
る
も

の
と
す
る
。

２

令
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
指
定
医
療
機
関
変
更
届
出
書
（
様
式
第
八
号
）
に
よ

１

規
　
　
　
　
　
　
則

ペ
ー
ジ
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り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
更
生
医
療
指
定
医
療
機
関
台
帳
）

第
九
条

知
事
は
、
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
医
療
機
関
に
つ
い
て
更
生

医
療
指
定
医
療
機
関
台
帳
を
備
え
、
必
要
な
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

（
身
体
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業
等
の
届
出
）

第
十
条

法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
身
体
障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業
等
開
始

届
出
書
（
様
式
第
九
号
）
に
よ
り
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
身
体
障
害
者
居
宅
生
活

支
援
事
業
等
変
更
届
出
書
（
様
式
第
十
号
）
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
身
体

障
害
者
居
宅
生
活
支
援
事
業
等
廃
止
（
休
止
）
届
出
書
（
様
式
第
十
一
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と

す
る
。

２

前
項
の
届
出
書
は
、
当
該
届
出
に
係
る
事
業
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地
を
所
管
す
る
地
域
振
興

局
長
を
経
由
し
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
り
作
成
さ
れ

た
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
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３

指定医同意書

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

開設者　住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　w

□法人にあっては、主たる事務所の□
所在地、名称及び代表者の氏名　　

医　師　氏　　名　　　　　　　　　　　　w

身体障害者福祉法第15条第１項の規定による医師の指定に同意します。

様式第１号　指定医同意書（第３条関係）

（Ａ４判）

生　　　年　　　月　　　日 年　　　　　　月　　　　　　日

所　属　医　療　機　関

診　　　　　療　　　　　科　　　　　目

担 当 し よ う と す る 障 害 の 種 類

担 当 し よ う と す る 障 害 に 関 係 す る 医 療 に つ い て の 経 験 年 数 年　　　　　月

名　　　称

所　在　地

（ ）

備考

１　指定に同意する医師の経歴書及び医師免許証の写しを添付してください。

２　指定に同意する医師が医療機関の開設者である場合は、「医師氏名」欄の記名及び押印を省略することができま

す。



平成16年 3月 9日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

４

様式第２号　標示（第４条関係）

（Ａ４判）

備考　寸法は、縦125ミリメートル、横55ミリメートル程度とし、材料は、金属、木材又は合成樹脂を用いるものとす

る。

身
　
体
　
障
　
害
　
者
　
福
　
祉
　
法
　
指
　
定
　
医



平成16年 3月 9日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

５

指定医変更届出書

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

開設者　住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　w

□法人にあっては、主たる事務所の□
所在地、名称及び代表者の氏名　　

指定医　氏　　名　　　　　　　　　　　　w

身体障害者福祉法第15条第１項の規定により指定された医師について、次のとおり変更したので、届け出ます。

１　指定年月日及び番号　　　　年　　月　　日　　第　　　　　号

２　変更年月日　　　　　　　　年　　月　　日

３　変更事項

（１）変更前

（２）変更後

様式第３号　指定医変更届出書（第５条関係）

（Ａ４判）

（ ）

備考

１　「開設者」欄は、指定医が所属する医療機関を変更した場合には、新たに所属することとなった医療機関の開設

者が記入してください。

２　指定医が医療機関の開設者である場合は、「指定医氏名」欄の記名及び押印を省略することができます。



平成16年 3月 9日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

６

居住地等変更届出書

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

届出者　住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　w

身体障害者との続柄（ ）

次のとおり居住地（氏名）を変更したので、身体障害者福祉法施行令第９条第２項（第９条第４項）の規定により、

届け出ます。

１　変更年月日　　　　　　　　年　　月　　日

２　変更事項

旧居住地（旧氏名）

新居住地（新氏名）

３　身体障害者手帳の記載内容

年　　月　　日身体障害者手帳記載済

福祉事務所長（町村長） □

様式第４号　居住地等変更届出書（第６条関係）

（Ａ４判）

備考

１　15歳未満の児童については、保護者が届け出てください。

２　身体障害者手帳の交付を受けた者が自ら届け出る場合は、３の「氏名」欄の記入を省略することができます。

手　帳　番　号

第　　　　　　　　号

交 付 年 月 日 障　　　害　　　名 等　級

級

氏　　　　　名

年　　月　　日

記号及び番号

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

福祉事務所長（町村長） □

上記のとおり身体障害者の居住地（氏名）の変更の届出があったので、進達します。

印

印



平成16年 3月 9日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

７

身体障害者手帳再交付申請書

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

申請者　住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　w

身体障害者との続柄（ ）

次のとおり身体障害者手帳の再交付を受けたいので、身体障害者福祉法施行令第10条第１項の規定により、申請

します。

様式第５号　身体障害者手帳再交付申請書（第７条関係）

（Ａ４判）

備考

１　15歳未満の児童については、保護者が申請してください。

２　身体障害者手帳の交付を受けた者が自ら申請する場合は、内枠内の「氏名」欄の記入を省略することができま

す。

３　「理由」欄は、該当するものの番号を◯で囲んでください。また、１又は２に該当する場合は、医師の診断書及

び意見書を添付してください。

氏　　　　　　　　　　名

記号及び番号

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

福祉事務所長（町村長） □

上記のとおり身体障害者手帳の再交付の申請があったので、進達します。

印

生　　年　　月　　日 年　　　　月　　　　日

手　　帳　　番　　号 第　　　　　　　　号

交 　 付 　 年 　 月 　 日 年　　　　月　　　　日

理　　　　　　　　　　由

１　障害程度の重大な変化

２　他の障害の発生

３　身体障害者手帳の破損

４　身体障害者手帳の紛失



平成16年 3月 9日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

８

身体障害者手帳返還書

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

届出者　住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　w

身体障害者との続柄（ ）

障害程度に非該当となった（次の者が　　年　　月　　日死亡した、身体障害者手帳の再交付を受けた）ので、身

体障害者福祉法第16条第１項（身体障害者福祉法施行規則第７条第２項、第８条第２項）の規定により、身体障害

者手帳を返還します。

様式第６号　身体障害者手帳返還書（第７条関係）

（Ａ４判）

備考

１　15歳未満の児童については、保護者が返還してください。

２　身体障害者手帳の交付を受けた者が自ら返還する場合は、内枠内の「氏名」欄の記入を省略することができま

す。

氏　　　　　　　　　　名

記号及び番号

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

福祉事務所長（町村長） □

上記のとおり身体障害者手帳が返還されたので、進達します。

印

手　　帳　　番　　号

交 　 付 　 年 　 月 　 日

第　　　　　　　　号

年　　　　月　　　　日



平成16年 3月 9日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

９

医療機関指定（変更）申請書

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

開設者　住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　w

□法人にあっては、主たる事務所の□
所在地、名称及び代表者の氏名　　

次のとおり更生医療を担当する医療機関の指定を受けたい（担当する医療の種類を変更したい）ので、身体障害者

福祉法施行規則第13条の３第１項（第13条の５）の規定により、申請します。

様式第７号（１） 医療機関指定（変更）申請書（医療機関用）（第８条関係）

（Ａ４判）

病院又は診療所

標 ぼ う し て い る 診 療 科 名

担当しようとする医療の種類

更生医療を主として担当する

医 師 又 は 歯 科 医 師 の 氏 名

更生医療を主として担当する

医 師 又 は 歯 科 医 師 の 経 歴
別紙１

更 正 医 療 を 行 う た め に 必 要 な

設　備　及　び　体　制　の　概　要
別紙２

患者を収容する施設の有無及び

そ　　の　　収　　容　　定　　員

（診療所の場合のみ記入）

有（ 人） ・　　　　無

１　眼科に関する医療　　　　　８　心臓脈管外科に関する医療

２　耳鼻咽喉
いんこう

科に関する医療　　９　腎
じん

臓に関する医療

３　口腔
くう

に関する医療　　　　 10 腎
じん

移植に関する医療

４　整形外科に関する医療　　 11 小腸に関する医療

５　形成外科に関する医療　　 12 歯科矯正に関する医療

６　中枢神経に関する医療　　 13 免疫に関する医療

７　脳神経外科に関する医療

名　　　　　称

所　　在　　地

（ ）

備考

１　「担当しようとする医療の種類」欄は、該当するものの番号を◯で囲んでください。

２　更生医療を主として担当する医師又は歯科医師の医師免許証等の写しを添付してください。



平成16年 3月 9日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

10

別紙１

（Ａ４判）

氏　　　名
ふ り が な

住　　　所

関 係 学 会

加 入 状 況

年　月　日 任　免　事　項 師事した指導者の氏名、学位論文又は学会に提出した論文名

生　年　月　日

学　　　　　位

経歴書（医師用）
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11

別紙２

（Ａ４判）

品　　　　　　　　　　目 数　量 数　量品　　　　　　　　　　目

更生医療を行うために必要な設備及び体制の概要

担当しようとする医療に関する主な設備

担当しようとする医療に従事する職員の体制及び人数
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12

医療機関指定申請書

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

事業者　住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　w

□法人にあっては、主たる事務所の□
所在地、名称及び代表者の氏名　　

次のとおり更生医療を担当する医療機関の指定を受けたいので、身体障害者福祉法施行規則第13条の３第２項の

規定により、申請します。

様式第７号（２）医療機関指定申請書（指定訪問看護事業者等用）（第８条関係）

（Ａ４判）

訪問看護ステーション等

名　　　　　　　　　称

所　　　　在　　　　地

職　員　の　定　数

（ ）

備考　「職員の定数」欄には、指定訪問看護若しくは指定老人訪問看護又は指定居宅サービスに従事する職員の定数を

保健師、看護師、理学療法士、作業療法士等の職種ごとに記入してください。
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13

医療機関指定申請書

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

開設者　住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　w

□法人にあっては、主たる事務所の□
所在地、名称及び代表者の氏名　　

次のとおり更生医療を担当する医療機関の指定を受けたいので、身体障害者福祉法施行規則第13条の３第３項の

規定により、申請します。

様式第７号（３）医療機関指定申請書（薬局用）（第８条関係）

（Ａ４判）

薬　　　　　局

薬 　 剤 　 師 　 の 　 氏 　 名

調 剤 の た め に 必 要 な 設 備 及 び 施 設 の 概 要

薬 剤 師 の 経 歴

別紙２

別紙１

名　　　　　称

所　　在　　地

（ ）

備考　薬剤師免許証の写しを添付して下さい。
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14

別紙１

（Ａ４判）

学　　　 位

住　　　　　　　　所

主　　な　　職　　歴

氏　　　　名
ふ り が な

生 年 月 日

経歴書（薬剤師用）
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15

別紙２

（Ａ４判）

調　剤　室　の　構　造

品　　　　　　　　　　　　　　　　目

調 剤 室 の 面 積 ㎡

数　　　　　量

主　　た　　る　　設　　備

調剤のために必要な設備及びその概要

備考

１　薬局の見取図を添付してください。

２　「主たる設備」欄には、薬局等構造設備規則（昭和36年厚生省令第２号）第１条各項に規定する設備以外の設備

がある場合に、その主なものを記入してください。
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16

指定医療機関変更届出書

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

開設者　住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　w

□法人にあっては、主たる事務所の□
所在地、名称及び代表者の氏名　　

次のとおり更生医療に関する事項を変更したので、身体障害者福祉法施行規則第13条の６の規定により、届け出

ます。

１　指定医療機関の名称

２　変更事項

（１）変更前

（２）変更後

（３）担当する医療の種類

３　変更年月日

４　変更理由

様式第８号　指定医療機関変更届出書（第８条関係）

（Ａ４判）

（ ）

備考

１　２の□の欄には、病院又は診療所において主として担当する医師又は歯科医師の変更があった場合に、新たに担

当することとなった医師等が担当する医療の種類を記入して下さい。

２　主として担当する医師、歯科医師又は薬剤師の変更の場合は、新たに担当することとなった医師等の経歴書及

び医師免許証書等の写しを添付して下さい。

（３）



平成16年 3月 9日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 2号

17

身体障害者居宅生活支援事業等開始届出書

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

届出者　住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　w

□法人にあっては、主たる事務所の□
所在地、名称及び代表者の氏名　　

次のとおり身体障害者居宅生活支援事業等を開始するので、身体障害者福祉法第26条第１項の規定により、届け

出ます。

１　事業の種類及びその内容

２　事業を行おうとする区域（市町村の委託を受けて事業を行おうとする者にあっては、当該市町村の名称を含

む。）

３　事業開始の予定年月日

４　添付書類

（１）条例、定款その他の基本約款

（２）職員の定数及び職務の内容を記載した書類

（３）主な職員の氏名及び経歴を記載した書類

（４）身体障害者デイサービス事業、身体障害者短期入所事業又は介助犬訓練事業若しくは聴導犬訓練事業を行おう

とする者にあっては、当該事業の用に供する施設の名称、種類、所在地及び入所定員（身体障害者短期入所事業

に係るものに限る。）を記載した書類

（５）収支予算書及び事業計画書

様式第９号　身体障害者居宅生活支援事業等開始届出書（第10条関係）

（Ａ４判）

（ ）
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18

身体障害者居宅生活支援事業等変更届出書

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

届出者　住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　w

□法人にあっては、主たる事務所の□
所在地、名称及び代表者の氏名　　

次のとおり身体障害者居宅生活支援事業等に関し届け出た事項を変更したので、身体障害者福祉法第26条第２項

の規定により、届け出ます。

１　変更事項及びその内容

２　変更年月日

３　変更理由

様式第10号　身体障害者居宅生活支援事業等変更届出書（第10条関係）

（Ａ４判）

（ ）
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19

身体障害者居宅生活支援事業等廃止（休止）届出書

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

届出者　住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　w

□法人にあっては、主たる事務所の□
所在地、名称及び代表者の氏名　　

次のとおり身体障害者居宅生活支援事業等を廃止（休止）するので、身体障害者福祉法第26条第３項の規定によ

り、届け出ます。

１　廃止（休止）しようとする事業の種類及びその内容

２　廃止（休止）しようとする年月日（及び休止予定期間）

３　廃止（休止）の理由

４　現に便宜を受け、又は入所している者に対する措置

様式第11号　身体障害者居宅生活支援事業等廃止（休止）届出書（第10条関係）

（Ａ４判）

（ ）
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人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
六
（
通
勤
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
九
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
六
（
通
勤
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
七
―
三
六
（
通
勤
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
見
出
し
中
「
お
よ
び
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、
同
条
中
「
月
額
」
を
「
額
」
に
改
め

る
。第

五
条
中
「
各
号
の
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
い
ず
れ
か
の
一

が
」
を
「
い
ず
れ
か
が
」
に
改
め
る
。

第
六
条
の
前
の
見
出
し
を
「
（
普
通
交
通
機
関
等
に
係
る
通
勤
手
当
の
額
の
算
出
の
基
準
）
」
に

改
め
、
同
条
中
「
条
例
第
十
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
運
賃
等
相
当
額
の
算
出
」
を
「
普
通

交
通
機
関
等
（
特
別
急
行
列
車
等
以
外
の
交
通
機
関
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
通
勤
手
当

の
額
」
に
、
「
に
よ
る
運
賃
等
の
額
に
よ
る
」
を
「
に
よ
り
算
出
す
る
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
割
り
振
ら
れ
た
」
を
「
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
秋

田
県
条
例
第
三
号
）
第
八
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
正
規
の
」
に
、
「
お
よ
ぶ
」
を
「
及
ぶ
」
に

改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
運
賃
等
相
当
額
」
を
「
条
例
第
十
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
運
賃
等

相
当
額
（
以
下
「
運
賃
等
相
当
額
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
に
よ
る
額
の
総
額
」
を
「
に
掲
げ
る
普

通
交
通
機
関
等
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

一
　
定
期
券
を
使
用
す
る
こ
と
が
最
も
経
済
的
か
つ
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
普
通
交
通
機

関
等
　
通
用
期
間
が
支
給
単
位
期
間
（
条
例
第
十
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
支
給
単
位
期
間
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
定
期
券
の
価
額

二
　
回
数
乗
車
券
等
を
使
用
す
る
こ
と
が
最
も
経
済
的
か
つ
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
普
通

交
通
機
関
等
　
当
該
回
数
乗
車
券
等
の
通
勤
二
十
一
回
分
（
交
替
制
勤
務
に
従
事
す
る
職
員
等

に
あ
つ
て
は
、
平
均
一
箇
月
当
た
り
の
通
勤
所
要
回
数
分
）
の
運
賃
等
の
額

三
　
人
事
委
員
会
の
定
め
る
普
通
交
通
機
関
等
　
人
事
委
員
会
の
定
め
る
額

第
八
条
第
二
項
中
「
の
交
通
機
関
等
を
」
を
「
に
お
い
て
」
に
、
「
区
間
」
を
「
普
通
交
通
機
関

等
」
に
、
「
に
よ
る
」
を
「
に
定
め
る
」
に
改
め
、
「
の
総
額
」
を
削
る
。

第
八
条
の
四
中
「
月
額
」
を
「
額
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
交
通
機
関
等
」
を
「
普
通
交
通

機
関
等
」
に
、
「
運
賃
等
相
当
額
及
び
条
例
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
（
そ

の
額
が
四
万
五
千
円
」
を
「
同
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
定
め
る
額
（
同
項
第
一
号
に
規
定

す
る
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額
（
以
下
「
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額
」
と
い
う
。
）

及
び
同
項
第
二
号
に
定
め
る
額
の
合
計
額
が
五
万
五
千
円
」
に
、
「
そ
の
額
と
四
万
五
千
円
と
の
差

額
の
二
分
の
一
（
そ
の
差
額
の
二
分
の
一
が
七
千
円
を
超
え
る
と
き
は
、
七
千
円
）
を
四
万
五
千
円

に
加
算
し
た
」
を
「
そ
の
者
の
通
勤
手
当
に
係
る
支
給
単
位
期
間
の
う
ち
最
も
長
い
支
給
単
位
期
間

に
つ
き
、
五
万
五
千
円
に
当
該
支
給
単
位
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中

「
運
賃
等
相
当
額
」
を
「
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額
（
二
以
上
の
普
通
交
通
機
関
等
を
利
用

す
る
も
の
と
し
て
通
勤
手
当
を
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
合
計
額
。
以
下
「
一
箇
月
当

た
り
の
運
賃
等
相
当
額
等
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
掲
げ
る
額
」
を
「
定
め
る
額
」
に
、
「
条
例
第

十
二
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
同
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
運
賃
等
相
当
額
」
を

「
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額
等
」
に
、
「
掲
げ
る
額
」
を
「
定
め
る
額
」
に
、
「
条
例
第
十

二
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
同
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
見
出
し
を
「
（
特
別
急
行
列
車
等
に
係
る
通
勤
手
当
の
額
の
算
出
の
基
準
）
」
に
改

め
、
同
条
第
一
項
中
「
条
例
第
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
別
料
金
等
の
額
の
二
分
の
一
に
相
当

す
る
額
（
以
下
「
特
別
料
金
等
の
二
分
の
一
相
当
額
」
と
い
う
。
）
の
算
出
は
、
特
別
急
行
列
車
等

を
利
用
す
る
場
合
に
お
け
る
通
勤
の
経
路
及
び
方
法
が
」
を
「
特
別
急
行
列
車
等
に
係
る
通
勤
手
当

の
額
は
、
」
に
、
「
も
の
に
よ
る
特
別
料
金
等
の
額
に
よ
る
」
を
「
特
別
急
行
列
車
等
を
利
用
す
る

場
合
に
お
け
る
通
勤
の
経
路
及
び
方
法
に
よ
り
算
出
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
及
び
第
八

条
」
を
削
り
、
「
特
別
料
金
等
の
二
分
の
一
相
当
額
」
を
「
特
別
急
行
列
車
等
に
係
る
通
勤
手
当
の

額
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
八
条
（
第
一
項
第
三
号
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
条
例
第
十
二
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す

る
特
別
料
金
等
の
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
の
算
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
第
八
条
中
「
普
通
交
通
機
関
等
」
と
あ
る
の
は
「
特
別
急
行
列
車
等
」
と
、
同
条
第
一
項

第
一
号
中
「
価
額
」
と
あ
る
の
は
「
価
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
」
と
、
同
項
第
二
号
中

「
運
賃
等
の
」
と
あ
る
の
は
「
特
別
料
金
等
の
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

第
十
六
条
第
一
号
中
「
に
よ
る
派
遣
」
の
下
に
「
（
以
下
「
公
益
法
人
等
派
遣
」
と
い
う
。
）
」

を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
支
給
日
等
）

第
十
六
条
の
二

通
勤
手
当
は
、
支
給
単
位
期
間
（
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
通
勤
手
当
に
係
る
も
の

を
除
く
。
）
又
は
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
（
以
下
「
支
給
単
位
期
間
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る

最
初
の
月
の
規
則
七
―
一
（
給
料
等
の
支
給
）
第
二
条
に
規
定
す
る
給
料
の
支
給
日
（
以
下
「
支

給
日
」
と
い
う
。
）
に
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
支
給
日
ま
で
に
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係

る
事
実
が
確
認
で
き
な
い
等
の
た
め
、
支
給
日
に
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
支
給
日

後
に
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

支
給
単
位
期
間
等
に
係
る
通
勤
手
当
の
支
給
日
前
に
お
い
て
離
職
し
、
又
は
死
亡
し
た
職
員
に

は
、
当
該
通
勤
手
当
を
そ
の
際
支
給
す
る
。
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３

条
例
第
十
二
条
第
五
項
の
規
則
で
定
め
る
通
勤
手
当
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
通
勤
手
当
と

し
、
同
項
の
規
則
で
定
め
る
期
間
は
、
当
該
通
勤
手
当
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期

間
と
す
る
。

一
　
職
員
が
二
以
上
の
普
通
交
通
機
関
等
を
利
用
す
る
も
の
と
し
て
条
例
第
十
二
条
第
二
項
第
一

号
に
定
め
る
額
の
通
勤
手
当
を
支
給
さ
れ
る
場
合
（
次
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お

い
て
、
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額
等
が
五
万
五
千
円
を
超
え
る
と
き
に
お
け
る
当
該
通

勤
手
当
　
そ
の
者
の
当
該
通
勤
手
当
に
係
る
支
給
単
位
期
間
の
う
ち
最
も
長
い
支
給
単
位
期
間

二
　
職
員
が
条
例
第
十
二
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
定
め
る
額
の
通
勤
手
当
を
支
給
さ
れ

る
場
合
に
お
い
て
、
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額
及
び
同
号
に
定
め
る
額
の
合
計
額
が
五

万
五
千
円
を
超
え
る
と
き
に
お
け
る
当
該
通
勤
手
当
　
そ
の
者
の
当
該
通
勤
手
当
に
係
る
支
給

単
位
期
間
の
う
ち
最
も
長
い
支
給
単
位
期
間

三
　
職
員
が
二
以
上
の
特
別
急
行
列
車
等
を
利
用
す
る
も
の
と
し
て
特
別
急
行
列
車
等
に
係
る
通

勤
手
当
を
支
給
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
条
例
第
十
二
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
一
箇
月

当
た
り
の
特
別
料
金
等
二
分
の
一
相
当
額
（
以
下
「
一
箇
月
当
た
り
の
特
別
料
金
等
二
分
の
一

相
当
額
」
と
い
う
。
）
の
合
計
額
が
二
万
円
を
超
え
る
と
き
に
お
け
る
当
該
通
勤
手
当
　
そ
の

者
の
当
該
通
勤
手
当
に
係
る
支
給
単
位
期
間
の
う
ち
最
も
長
い
支
給
単
位
期
間

第
十
七
条
第
一
項
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
月
額
」
を
「
額
」
に

改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
、
見
出
し
及
び
二
条
を
加
え
る
。

（
返
納
の
事
由
及
び
額
等
）

第
十
七
条
の
二

条
例
第
十
二
条
第
六
項
の
規
則
で
定
め
る
事
由
は
、
通
勤
手
当
（
一
箇
月
の
支
給

単
位
期
間
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
支
給
さ
れ
る
職
員
に
つ
い
て
生
じ
た
次
の
各
号
の
い
ず
れ

か
に
掲
げ
る
事
由
と
す
る
。

一
　
離
職
し
、
若
し
く
は
死
亡
し
た
場
合
又
は
条
例
第
十
二
条
第
一
項
の
職
員
た
る
要
件
を
欠
く

に
至
つ
た
場
合

二
　
通
勤
経
路
若
し
く
は
通
勤
方
法
を
変
更
し
、
又
は
通
勤
の
た
め
負
担
す
る
運
賃
等
の
額
に
変

更
が
あ
つ
た
こ
と
に
よ
り
、
通
勤
手
当
の
額
が
改
定
さ
れ
る
場
合

三
　
月
の
中
途
に
お
い
て
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
休
職
に
さ
れ
、
法
第
五
十
五
条

の
二
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
許
可
（
以
下
「
専
従
許
可
」
と
い
う
。
）
を
受
け
、
外
国

の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六
十
三
年

秋
田
県
条
例
第
二
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣
（
以
下
「
外
国
派
遣
」
と
い

う
。
）
を
さ
れ
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
）

第
二
条
の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
を
し
、
公
益
法
人
等
派
遣
を
さ
れ
、
大
学
院
修
学
休
業
（
教

育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
大
学
院

修
学
休
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
し
、
又
は
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
停
職
に
さ
れ

た
場
合
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
期
間
が
二
以
上
の
月
に
わ
た
る
こ
と
と
な
る
と
き
。

四
　
出
張
、
休
暇
、
欠
勤
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
、
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
の
期
間
の
全
日
数

に
わ
た
つ
て
通
勤
し
な
い
こ
と
と
な
る
場
合

２

普
通
交
通
機
関
等
に
係
る
通
勤
手
当
に
係
る
条
例
第
十
二
条
第
六
項
の
規
則
で
定
め
る
額
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額
等
（
第
八
条
の
四
第
一
号
に
掲
げ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、

一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額
及
び
条
例
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
に
定
め
る
額
の
合
計

額
。
以
下
同
じ
。
）
が
五
万
五
千
円
以
下
で
あ
つ
た
場
合
　
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生

じ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
事
由
に
係
る
普
通
交
通
機
関
等
（
同
号
の
規
定
に
よ
る
改
定
後
に

一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額
等
が
五
万
五
千
円
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
そ
の
者

の
利
用
す
る
す
べ
て
の
普
通
交
通
機
関
等
）
、
同
項
第
一
号
、
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る

事
由
が
生
じ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
者
の
利
用
す
る
す
べ
て
の
普
通
交
通
機
関
等
に
つ
き
、

使
用
さ
れ
る
べ
き
通
用
期
間
の
定
期
券
の
運
賃
等
の
払
戻
し
を
、
人
事
委
員
会
の
定
め
る
月

（
以
下
「
事
由
発
生
月
」
と
い
う
。
）
の
末
日
に
し
た
も
の
と
し
て
得
ら
れ
る
額
（
以
下
「
払

戻
金
相
当
額
」
と
い
う
。
）

二
　
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額
等
が
五
万
五
千
円
を
超
え
て
い
た
場
合
　
次
に
掲
げ
る
場

合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

（一）

（二）
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
　
五
万
五
千
円
に
事
由
発
生
月
の
翌
月
か
ら
支
給
単
位
期

間
に
係
る
最
後
の
月
ま
で
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
又
は
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
係
る

普
通
交
通
機
関
等
に
つ
い
て
の
払
戻
金
相
当
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額
（
事
由
発
生
月
が
支
給

単
位
期
間
に
係
る
最
後
の
月
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
零
）

（二）

第
十
六
条
の
二
第
三
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
通
勤
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
場

合
　
五
万
五
千
円
に
事
由
発
生
月
の
翌
月
か
ら
同
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
に
定
め
る
期

間
に
係
る
最
後
の
月
ま
で
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
又
は
そ
の
者
の
利
用
す
る
す
べ
て
の
普

通
交
通
機
関
等
に
つ
い
て
の
払
戻
金
相
当
額
及
び
人
事
委
員
会
の
定
め
る
額
の
合
計
額
の
い

ず
れ
か
低
い
額
（
事
由
発
生
月
が
当
該
期
間
に
係
る
最
後
の
月
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

零
）

３

特
別
急
行
列
車
等
に
係
る
通
勤
手
当
に
係
る
条
例
第
十
二
条
第
六
項
の
規
則
で
定
め
る
額
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
一
箇
月
当
た
り
の
特
別
料
金
等
二
分
の
一
相
当
額
（
二
以
上
の
特
別
急
行
列
車
等
を
利
用
す

る
も
の
と
し
て
通
勤
手
当
を
支
給
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
合
計
額
。
以
下
「
一
箇
月

当
た
り
の
特
別
料
金
等
二
分
の
一
相
当
額
等
」
と
い
う
。
）
が
二
万
円
以
下
で
あ
つ
た
場
合
　

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
事
由
に
係
る
特
別
急
行
列
車

等
（
同
号
の
規
定
に
よ
る
改
定
後
に
一
箇
月
当
た
り
の
特
別
料
金
等
二
分
の
一
相
当
額
等
が
二

万
円
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
利
用
す
る
す
べ
て
の
特
別
急
行
列
車
等
）
、

同
項
第
一
号
、
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
者
の
利
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用
す
る
す
べ
て
の
特
別
急
行
列
車
等
に
つ
き
、
使
用
さ
れ
る
べ
き
通
用
期
間
の
定
期
券
の
特
別

料
金
等
の
払
戻
し
を
、
事
由
発
生
月
の
末
日
に
し
た
も
の
と
し
て
得
ら
れ
る
額
の
二
分
の
一
に

相
当
す
る
額
（
以
下
「
払
戻
金
二
分
の
一
相
当
額
」
と
い
う
。
）

二
　
一
箇
月
当
た
り
の
特
別
料
金
等
二
分
の
一
相
当
額
等
が
二
万
円
を
超
え
て
い
た
場
合
　
次
に

掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

（一）

（二）
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合
　
二
万
円
に
事
由
発
生
月
の
翌
月
か
ら
支
給
単
位
期
間
に

係
る
最
後
の
月
ま
で
の
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
又
は
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
係
る
特

別
急
行
列
車
等
に
つ
い
て
の
払
戻
金
二
分
の
一
相
当
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額
（
事
由
発
生
月

が
支
給
単
位
期
間
に
係
る
最
後
の
月
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
零
）

（二）

第
十
六
条
の
二
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
通
勤
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
場
合
　
二
万
円

に
事
由
発
生
月
の
翌
月
か
ら
同
号
に
定
め
る
期
間
に
係
る
最
後
の
月
ま
で
の
月
数
を
乗
じ
て

得
た
額
又
は
そ
の
者
の
利
用
す
る
す
べ
て
の
特
別
急
行
列
車
等
に
つ
い
て
の
払
戻
金
二
分
の

一
相
当
額
及
び
人
事
委
員
会
の
定
め
る
額
の
合
計
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額
（
事
由
発
生
月
が

当
該
期
間
に
係
る
最
後
の
月
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
零
）

４

条
例
第
十
二
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
に
前
二
項
に
定
め
る
額
を
返
納
さ
せ
る
場
合
に
お

い
て
、
返
納
に
係
る
通
勤
手
当
を
支
給
し
た
任
命
権
者
と
事
由
発
生
月
の
翌
月
以
降
に
支
給
さ
れ

る
給
与
を
支
給
す
る
任
命
権
者
が
同
一
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
給
与
か
ら
当
該
額
を
差
し
引
く
こ

と
が
で
き
る
。

（
支
給
単
位
期
間
）

第
十
七
条
の
三

条
例
第
十
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
期
間
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
普
通
交
通
機
関
等
又
は
特
別
急
行
列
車
等
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す

る
。

一
　
定
期
券
を
使
用
す
る
こ
と
が
最
も
経
済
的
か
つ
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
普
通
交
通
機

関
等
又
は
特
別
急
行
列
車
等
　
当
該
普
通
交
通
機
関
等
又
は
特
別
急
行
列
車
等
に
お
い
て
発
行

さ
れ
て
い
る
定
期
券
の
通
用
期
間
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
六
箇
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
最
も
長
い

も
の
に
相
当
す
る
期
間
。
た
だ
し
、
特
別
急
行
列
車
等
に
係
る
通
勤
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る

場
合
で
あ
つ
て
、
普
通
交
通
機
関
等
に
係
る
定
期
券
及
び
特
別
急
行
列
車
等
に
係
る
定
期
券
が

一
体
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
と
き
に
お
け
る
当
該
普
通
交
通
機
関
等
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特

別
急
行
列
車
等
に
係
る
通
勤
手
当
に
係
る
支
給
単
位
期
間
に
相
当
す
る
期
間

二
　
回
数
乗
車
券
等
を
使
用
す
る
こ
と
が
最
も
経
済
的
か
つ
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
普
通

交
通
機
関
等
若
し
く
は
特
別
急
行
列
車
等
又
は
第
八
条
第
一
項
第
三
号
の
人
事
委
員
会
の
定
め

る
普
通
交
通
機
関
等
　
一
箇
月

２

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
普
通
交
通
機
関
等
又
は
特
別
急
行
列
車
等
に
つ
い
て
、
同
号
に
定
め
る

期
間
に
係
る
最
後
の
月
の
前
月
以
前
に
、
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
退
職
そ
の

他
の
離
職
を
す
る
こ
と
、
長
期
間
の
研
修
等
の
た
め
に
旅
行
を
す
る
こ
と
、
勤
務
態
様
の
変
更
に

よ
り
通
勤
の
た
め
負
担
す
る
運
賃
等
の
額
に
変
更
が
あ
る
こ
と
そ
の
他
人
事
委
員
会
の
定
め
る
事

由
が
生
ず
る
こ
と
が
同
号
に
定
め
る
期
間
に
係
る
最
初
の
月
の
初
日
に
お
い
て
明
ら
か
で
あ
る
場

合
に
は
、
当
該
事
由
が
生
ず
る
こ
と
と
な
る
日
の
属
す
る
月
（
そ
の
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
そ
の
日
の
属
す
る
月
の
前
月
）
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
準
じ
て
支
給
単
位
期
間
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
七
条
の
四

支
給
単
位
期
間
は
、
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
勤
手
当
の
支
給
が
開
始

さ
れ
る
月
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
通
勤
手
当
の
額
が
改
定
さ
れ
る
月
か
ら
開
始
す
る
。

２

月
の
中
途
に
お
い
て
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
休
職
に
さ
れ
、
専
従
許
可
を
受

け
、
外
国
派
遣
を
さ
れ
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
育

児
休
業
を
し
、
公
益
法
人
等
派
遣
を
さ
れ
、
大
学
院
修
学
休
業
を
し
、
又
は
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
停
職
に
さ
れ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ら
の
期
間
が
二
以
上
の
月
に
わ
た
る
こ
と
と
な

つ
た
と
き
（
次
項
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
を
除
く
。
）
は
、
支
給
単
位
期
間
は
、
そ

の
後
復
職
し
、
又
は
職
務
に
復
帰
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
（
そ
の
日
が
月
の
初
日
で
あ
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
日
の
属
す
る
月
）
か
ら
開
始
す
る
。

３

出
張
、
休
暇
、
欠
勤
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
、
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
の
期
間
の
全
日
数
に

わ
た
つ
て
通
勤
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
場
合
（
前
項
に
規
定
す
る
と
き
か
ら
復
職
等
を
し
な
い
で

引
き
続
き
当
該
期
間
の
全
日
数
に
わ
た
つ
て
通
勤
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
場
合
を
除
く
。
）
に

は
、
支
給
単
位
期
間
は
、
そ
の
後
再
び
通
勤
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
開
始
す

る
。

第
十
八
条
中
「
月
の
一
日
」
を
「
支
給
単
位
期
間
等
に
係
る
最
初
の
月
の
初
日
」
に
、
「
そ
の
月

の
」
を
「
当
該
支
給
単
位
期
間
等
に
係
る
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
中
「
月
額
」
を
「
額
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
見
出
し
を
「
（
補
則
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
の
施
行
」
を
「
に
定
め
る
も
の
の
ほ

か
、
通
勤
手
当
」
に
改
め
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
規
則
七
―
一
（
給
料
等
の
支
給
）
の
一
部
改
正
）

２

規
則
七
―
一
（
給
料
等
の
支
給
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
、
通
勤
手
当
」
を
削
る
。
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